
３
月
議
会
で
の
中
林
か

ず
え
議
員
の
「
Ａ
Ｉ
に
つ

い
て
」
の
代
表
質
問
は
以

下
の
通
り
で
す
。

🔶

🔶

26
年
度
、
24
時
間
対
話

型
Ａ
Ｉ
電
話
の
予
算
が
小

中
学
校
と
障
害
福
祉
課
で

計
上
さ
れ
て
い
る
。

本
市
の
Ａ
Ｉ
活
用
は
、

25
年
度
に
庁
内
パ
ソ
コ
ン

に
ソ
フ
ト
を
活
用
し
て
い

る
が
事
務
の
効
率
化
の
範

囲
で
あ
り
、
市
民
へ
の
Ａ

Ｉ
の
電
話
で
の
直
接
対
応

は
今
回
が
初
め
て
で
あ
る
。

生
成
Ａ
Ｉ
は
、
多
様
な

情
報
を
作
成
で
き
る
人
工

知
能
の
一
種
で
、
生
成
Ａ

Ｉ
と
の
や
り
取
り
が
人
の

意
識
や
行
動
を
変
え
さ
せ

る
こ
と
に
も
な
る
。

例
え
ば
、
「Ａ
Ｉ
彼
氏

彼
女
」の
ア
プ
リ
で
は
、
生

成
Ａ
Ｉ
の
望
み
通
り
の
彼

氏
彼
女
に
仕
立
て
る
手
法

が
数
々
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

生
成
Ａ
Ｉ
は
人
が
期

待
す
る
応
答
を
「推
論
」し

て
生
成
す
る
の
で
、
あ
た

か
も
人
間
同
士
で
会
話
し

て
い
る
か
の
よ
う
な
錯
覚

に
お
ち
い
り
や
す
い
も
の

で
あ
る
。

ま
た
、
生
成
Ａ
Ｉ
は
、

業
務
効
率
化
に
役
立
つ
一

方
で
、
機
密
情
報
の
漏
え

い
、
著
作
権
侵
害
、
誤
情

報
（
ハ
ル
シ
ネ
ー
シ
ョ
ン
）

の
生
成
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃

へ
の
悪
用
な
ど
、
重
大
な

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・法
的
リ
ス

ク
を
抱
え
て
い
る
。

昨
年
12
月
の
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
で
の
16
歳
未
満
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
禁
止
法
や
、
ユ
ネ

ス
コ
の
「
教
育
研
究
に
お

け
る
生
成
Ａ
Ｉ
ガ
イ
ダ
ン

ス
」で
は
、
こ
ど
も
の
権
利

と
保
護
の
た
め
、
生
成
Ａ

Ｉ
と
の
単
独
会
話
の
最
低

基
準
を
13
歳
と
し
て
い
る
。

一
方
、
日
本
で
25
年
５

月
成
立
の
「
Ａ
Ｉ
活
用
推

進
法
」は
、
Ｅ
Ｕ
の
よ
う
な

厳
格
な
法
律
と
は
違
う
も

の
で
あ
る
た
め
、
Ａ
Ｉ
の

推
進
に
遅
れ
る
こ
と
な
く
、

情
報
漏
え
い
や
ト
ラ
ブ
ル

の
原
因
解
明
と
責
任
追
及
、

被
害
者
へ
の
補
償
な
ど
の

規
定
を
整
備
す
る
Ａ
Ｉ
規

制
法
へ
の
改
正
を
国
に
求

め
る
べ
き
で
あ
る
。

★
（
質
問
）
自
治
体
で
の

生
成
Ａ
Ｉ
活
用
に
は
、
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
が
欠

か
せ
な
い
。

本
市
と
し

て
Ａ
Ｉ
を
安
全
、
適
切
、

効
果
的
に
活
用
す
る
た
め
、

Ａ
Ｉ
の
仕
組
み
、
限
界
、

倫
理
的
課
題
を
理
解
し
た

上
で
、
主
体
的
に
使
い
こ

な
せ
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

策
定
を
行
い
、
市
民
に
公

開
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

●
（答
）本
市
で
の
生
成
Ａ

Ｉ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ

い
て
は
、
安
全
か
つ
適
切

に
活
用
す
る
た
め
の
遵
守

事
項
を
規
定
し
た
「
市
生

成
Ａ
Ｉ
運
用
に
関
す
る
基

準
」を
策
定
し
、
適
切
に
運

用
し
て
い
る
が
、
当
該
基

準
は
庁
内
規
定
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
公
開
の
予
定
は

な
い
。

★
（質
問
）

本
市
で
初

め
て
の
学

校
と
障
害

福
祉
課
で

の
電
話
対

応
型
Ａ
Ｉ

に
つ
い
て

は
、
個
人
情

報
保
護
を

は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

が
あ
る
。
予
想
さ
れ
る
課

題
と
対
策
に
つ
い
て
見
解

を
聞
く
。

●
（
答
）
市
民
が
利
用
す

る
こ
と
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス

内
容
な
ど
を
規
定
し
た
利

用
規
約
等
の
策
定
、
及
び

公
開
に
向
け
た
検
討
を
進

め
て
い
る
。

課
題
と
し
て
は
、
誤
情

報
を
提
供
し
な
い
、
情
報

漏
え
い
と
な
ら
な
い
こ
と

を
考
え
て
お
り
、
問
い
合

わ
せ
に
対
し
て
、
生
成
Ａ

Ｉ
が
最
適
な
回
答
を
作
成

で
き
る
よ
う
、
テ
ス
ト
を

通
じ
て
精
度
向
上
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
Ａ
Ｉ
の

回
答
に
つ
い
て
、
後
で
教

員
や
職
員
が
確
認
す
る
仕

組
み
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
て
い
る
。

ま
た
、
個
人
情
報
を
は

じ
め
と
す
る
情
報
の
保
護

に
つ
い
て
は
、
国
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
参
考
に
し
、

デ
ジ
タ
ル
庁
と
相
談
し
な

が
ら
、
安
全
な
シ
ス
テ
ム

構
築
を
進
め
る
。
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市
民
へ
の
Ａ
Ｉ
電
話
で
の
直
接
対
応
は
初
め
て

本
市
の
Ａ
Ｉ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
公
表
を

代表質問中の中林かずえ市議

号

個
人
情
報
保
護
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
の
対
策
を

市
答
弁

利
用
規
約
等
の
策
定
、
公
開
に
向
け
た
検
討
を
進
め
る



３
月
議
会
で
の
中
林
議

員
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に

つ
い
て
質
問
を
紹
介
し
ま

す
。

🔶

🔶

国
に
対
し
、
選
択
的
夫

婦
別
姓
と
同
性
婚
の
法
制

化
を
求
め
、
以
下
に
つ
い

て
聞
く
。

★
（問
）

市
民
の
男
女
の

賃
金
格
差
の
実
態
に
つ
い

て
26
年
４
月
か
ら
従
業
員

１
０
０
人
以
上
の
事
業
所

で
公
開
が
義
務
付
け
ら
れ

る
。
市
担
当
課
と
し
て
把

握
す
べ
き
で
あ
る
。
１
０

０
人
以
下
の
事
業
所
の
実

態
調
査
を
求
め
る
。

●
（答
）

従
業
員
１
０
０

人
以
下
の
企
業
へ
の
調
査

は
行
う
予
定
は
な
い
が
、

１
０
１
人
以
上
の
企
業
に

賃
金
格
差
の
公
表
が
義
務

付
け
さ
れ
る
こ
と
か
ら
そ

の
内
容
の
把
握
に
努
め
る
。

★
（
問
）
各
種
審
議
会
な

ど
意
思
決
定
の
場
へ
の
女

性
比
率
50
％
を
求
め
る
。

●
（
答
）
令
和
９
年
目
標

値
を
50
％
と
設
定
。
多
様

な
意
見
を
政
策
立
案
に
反

映
さ
せ
る
観
点
か
ら
、
前

倒
し
で
達
成
す
る
よ
う
指

示
し
た
。
令
和
８
年
３
月

１
日
時
点
の
女
性
委
員
比

率
は
39
・６
％
で
、
令
和
７

年
４
月
１
日
時
点
の
31
・

３
％
か
ら
大
幅
な
改
善
を

図
っ
て
い
る
。

★
（問
）

小
中
学
校
、
本

庁
や
サ
ー
ビ
ス
ゲ
ー
ト
、

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
ふ

ら
っ
と
ね
や
が
わ
の
ト
イ

レ
に
、
順
次
、
生
理
用
品
の

常
備
化
を
求
め
る
。

●
（答
）

「生
理
の
貧
困
」

対
策
と
し
て
、
市
立
小
中

学
校
の
保
健
室
で
対
応
し

て
い
る
。
そ
の
他
の
公
共

施
設
に
は
設
置
の
予
定
は

な
い
が
、
今
後
も
他
自
治

体
の
動
向
を
注
視
す
る
。

医
療
費
負
担
に
つ
い
て

の
中
林
議
員
の
質
問
を
紹

介
し
ま
す
。

🔶

🔶

国
は
、
解
熱
鎮
痛
薬
や

花
粉
症
の
治
療
薬
、
皮
膚

疾
患
の
保
湿
剤
な
ど
１
１

０
０
品
目
に
及
ぶ
Ｏ
Ｔ
Ｃ

類
似
薬
（
市
販
薬
と
似
た

効
能
の
薬
）
の
薬
剤
費
の

４
分
の
1
を
患
者
負
担
に

追
加
す
る
と
し
て
い
る
。

３
割
負
担
の
人
は
５
割
負

担
に
引
き
上
げ
と
な
る
。

ま
た
、
70
歳
以
上
の
高
額

療
養
費
の
限
度
額
を
26
年

8
月
と
翌
年
に
２
段
階
で

引
き
上
げ
る
。
20
年
度
1

食
４
６
０
円
だ
っ
た
入
院

給
食
費
は
、
25
年
度
６
９

０
円
で
、
26
年
度
は
７
３

０
円
に
値
上
げ
、
今
で
も
、

入
院
費
の
退
院
後
の
分
割

返
済
や
、
1
回
の
薬
を
3

回
に
わ
け
て
服
用
す
る
糖

尿
病
の
患
者
が
い
る
。

★
（問
）

国
に
対
し
、
こ

れ
以
上
、
医
療
費
を
引
き

上
げ
な
い
よ
う
に
申
し
入

れ
る
こ
と
を
求
め
る
。

●
（答
）

医
療
費
の
算
定

は
、
医
療
政
策
や
社
会
経

済
上
等
の
様
々
な
観
点
か

ら
国
に
お
い
て
総
合
的
な

検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
。

医
療
費
負
担
増
加
の
抑
制

に
つ
い
て
は
、
物
価
高
騰

の
影
響
も
踏
ま
え
、
各
制

度
に
お
い
て
必
要
に
応
じ

て
国
に
要
望
す
る
。
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５
月
５
日
子
ど
も
の

日
、
池
田
１
丁
目
の
Ｂ

さ
ん
宅
で
「
お
も
ち
カ

フ
ェ
」が
取
り
組
ま
れ
、

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

い
つ
も
停
め
て
い
る

Ｂ
さ
ん
の
息
子
さ
ん
の

車
を
別
の
場
所
に
移
動

し
て
、
車
２
台
分
く
ら

い
の
ス
ペ
ー
ス
で
テ
ー

ブ
ル
を
囲
ん
で
ゆ
っ
く

り
と
過
ご
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

お
も
ち
は
機
械
で

こ
ね
ま
し
た
が
、
も
ち

米
の
つ
ぶ
つ
ぶ
が
残
っ

て
い
て
、
小
さ
い
頃
、
徳

島
の
自
宅
で
の
餅
つ
き

で
味
わ
っ
た
大
好
き
な

「お
ふ
く
も
ち
」を
思
い

出
し
ま
し
た
。

よ
も
ぎ
餅
の
よ
も

ぎ
葉
は
、
Ｓ
さ
ん
の
畑

の
近
く
で
と
れ
た
と
の

こ
と
で
、
よ
も
ぎ
の
香

り
と
味
は
本
物
な
ら
で

は
で
し
た
。

こ
の
日
に
は
、
Ｂ
さ

ん
の
町
内
の
方
が
４
人

来
て
く
れ
て
、
皆
さ
ん

が
「
久
し
ぶ
り
に
話
が

で
き
て
楽
し
か
っ
た
」

と
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。次

回
６
月
に
は
、

「
ガ
レ
ー
ジ
カ
フ
ェ
」
と

し
て
「そ
う
め
ん
カ
フ
ェ
」

が
予
定
さ
れ
、
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
、
ほ
っ

と
、
ひ
と
息
つ
け
る
時

間
に
な
り
そ
う
で
す
。

中
林

か
ず
え

男女の賃金格差の実態把握を

１
０
０
人
以
下
の
市
内
事
業
所
の
実
態
調
査
を

各
種
審
議
会

女
性
比
率
50
％
に

議員日誌

中林議員が求める

患
者
負
担
の
引
き
上
げ
や
め
る
こ
と

えび餅とよもぎ餅

入
院
給
食
費
は
毎
年
引
き
上
げ
に

憲法守れ ペンライト集会

５月８日寝屋川市駅（東側・西側）で市民が
高市政権の戦争する国づくりはやめよ。９条守れと
約200人の市民がアピールしました。


